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＜病棟連絡事項＞
・八戸市内でコロナウイルスの感染が依然広まっています。各スタッフは感染対策、体調管理をしっかりと行ってください。また、外出は必要最小限とするよう心がけてください。

＜移動＞
【部屋移動】
・橋本　茂様～東合併症室→東B2号室
・和田　昌様～東B2号室→東B3号室
【入院】
・程熊　薫様～東病棟D18号室
・佐々木　明津子様～東病棟D19号室
・本間　啓子様～東病棟合併症室

＜患者様連絡事項＞
・李　鵬飛様～本人から岐阜一般労働組合に電話連絡しており、本人の持ち物(携帯電話、書類、電動シェーバー等)が届いている。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放観察中他室侵入し迷惑行為あり。早めに開放観察終了としている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
[bookmark: _Hlk62478463]
[bookmark: _GoBack]・飯田　修子様～終日隔離中。10:00～11:00、14:00～15:00開放観察実施。大声でのスタッフコールあるが、対面時不穏興奮さは見られず。ややまとまりのない言動は聞かれている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。時折体動はあるが危険な行動は見られず。大声で叫ぶ事も無い。スタッフ訪室、声掛けに対しては無視することあり。

＜要注目患者様情報＞
・荒谷　キクエ様～本日より経管栄養開始となっているが、発熱あり経過観察している。主治医へ状態報告。38.0℃以下であれば経管栄養開始してよいとの指示であり、クーリングにて36℃台となっている為時間をずらし経管栄養開始している。

・澤口　利香様～9月の友人の結婚式には親子間で話が付き、行かないという結論となっていたと。昨日準夜帯、隣室での診察時の声を引き合いに出し強い興奮状態となっている。病棟内備品を破壊したり、自傷他害を仄めかしている。深夜帯朝方にも強い興奮状態となり、対応したスタッフに掴みかかり暴力行為あり。レボトミン筋注し、主治医より拘束指示あり、身体拘束実施している。

・清水　志野様～朝食後に強い不穏状態となり、ユニットから出て行こうとしたり大声を発し杖を振り回して暴れている。入院環境についての不満を訴えているが、内容は自分本位な物でありスタッフの説明は聞き入れず。しばらく様子観察後は落ち着いている。

＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・藤井　崇史様～スタッフや他患者に対する苛々感あり。8/25～定期処方にオランザピン（1.25）3T毎食後追加となる。

・河原木　泰志様～幻聴活発で唸り声も大きく不穏となる事あり。8/25～定期処方リスペリドン1mg→2mgへ変更となる。

・和田　昌様～定期処方変更無し。

＜入院患者様情報①＞
日　　時：令和3年8月20日　12：32
氏　　名：佐々木　明津子(ささき　あつこ)様
生年月日：昭和40年6月29日（56歳）
病　　名：アルコール依存症
性　　別：女性
主 治 医：馬渡Dr.
入院形態：任意入院
病　　棟：東病棟Dユニット19号室

＜経過＞
　初飲酒は18歳。33歳の頃、舅の妄想の対象となった頃から、日常的に飲酒が始まり、今では不眠や職場への不満や憤りから習慣化し毎日のようにブラックアウトする状態があり、眠れれば、お酒が要らないと考え東八戸病院を受診したが、当院紹介となる。本人も家族も、現状を改善したいため入院での治療を希望される。33歳から連日飲酒が日常的となり、今では、1日25°焼酎450㏄くらい飲んでいる。その間、記憶がなくなることが多くなっている。日中は仕事をしている事もあり飲酒はしていない。最近の気になる症状としては、飲酒している時の記憶がなくなる。物忘れが多く貴重品が見つからない。字が上手くかけない。指が思うように動かない。呂律不良がある。喉の通りが狭くなっているのか通りが悪い。身体と頭がバラバラになっているような感じがあると訴える。　8/6内科診察を受け、2021.07.17.一松堂医院で採血検査を行っており、亜黄疸を伴う中等度の肝障害を認めていた。10日前から断酒をしていること、食事をしっかりとっていることなどから、今後、肝障害は改善の方向へ向かうのではないかと思われると指導を受けている。
　アルコール依存症治療プログラム導入目的にて、12：32東病棟Dユニットへ任意入院となる。

＜入院患者様情報②＞
　日　　時：令和3年8月20日　
　氏　　名：本間　啓子（ほんま　けいこ）様
　生年月日：昭和25年7月10日（71）
　病　　名：血管性認知症
　性　　別：女性
　主治医　：深澤Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症　
　　　　　　
〈経　過〉
　当院、R3.2.23当院初診。同日当院一回目の利用保護入院となる。  入院後は薬物療法により、精神症状は落ち着いていた。7/10に覚醒・呼吸状態不良あり、過鎮静の可能性ある為、薬剤調整・点滴療法開始。また、同時期に左股関節痛も発生していたがレントゲンでは骨折の所見なし。その後はADLの低下あるも離床を促し、食事も一部介助で自力摂取ができるまで回復していた。8/11頃より活気の無さが目立つようになり、過鎮静の可能性から薬剤調整するも改善せず、8/16胸部・頭部CTを施行。検査の結果、心タンポナーデの疑いある為、精査加療目的にて八戸赤十字病院転院精査行なうが心由来の症状否定され、当院での継続治療希望され本日東病棟合併症室へ医療保護入院となる。

＜入院患者様情報③＞
日　　時：令和3年8月20日　13：15
氏　　名：程熊　薫（ほどくま　かおる)様
生年月日：昭和27年3月3日（68歳）
病　　名：アルコール依存症
性　　別：男性
主 治 医：馬渡Dr.
入院形態：任意入院
病　　棟：東病棟Dユニット18号室

＜経過＞
　7人兄弟の3番目。本人の父も大酒家であり弟もアルコール多飲の傾向あり。妻とは飲酒して本人がDVをすることが原因で離婚。子供は2名。現在、本人は一人住まい。高校卒業してから漁船に乗っており、平成元年頃より船を下り、露天業や土建業、ダンプに乗ったり出稼ぎをしていた。元々、無口であるが人当たりは良く話しかけると冗談を話したりするタイプ。飲酒すると、目が座り文句を言ったり酷い時だと人の暴言や妻に暴力を振るっていた。年齢を重ねるにつれ、どんどん酷くなっている。飲酒し車に乗っているところを発見。人の家に車をぶつけたと聞くこともあった。また八戸の飲み屋で泥酔し、支払いが出来ずに長男に連絡が入ることが多くあったり、飲酒時にからまれたりしたことに関して、事後で警察が事情を聞きにくることもあった。8～10年前に飲酒して事故を起こし、弁護士に介入して貰い、示談となっている。その際に免許停止となっていたが、3年前に免許を取り直し、昼夜を問わずに飲酒して買い物や親戚の家に行くなどの行動が最近増えている。R3.7.24に無銭飲食で警察に身柄を拘束されている。検察より一度精神科受診をするよう勧められ、長男より入院の希望あり。R3.8.5、釈放され、自宅に戻っている。本人の入院意思も聞かれ、アルコール依存症治療プログラム導入目的の入院予定としてR3.8.20当院受診。診察にてアルコール依存症治療プログラム導入での入院加療に本人同意され、13:15東病棟Dユニット18号室へ任意入院となる。

